
グローバルメジャーを目指すロームにとって、世界各国・地域における人種、民族、国籍、社会的身分、性別、思想・信条による差別・
ハラスメントは絶対に許されないことと認識しています。また、安全な労働環境の提供や最低賃金の確保、適正な労働時間管理を含
む責任ある労働慣行や結社の自由と団体交渉権を尊重し、持続可能な企業を目指していきます。

ロームは、事業を通じての社会貢献とともに、社会を構成する良き企業市民としても、社会の発展充実や健全化に貢献するため、地
域社会と自然環境のつながりを大切に、社会貢献活動や文化支援活動を積極的に行ってきました。これからも、社会の発展・文化の
進歩向上のため、地域をはじめ、広く社会のニーズにこたえ、より良い社会環境の実現を目指します。

人権
https://www.rohm.co.jp/sustainability/foundation/human-rights

社会貢献活動
https://www.rohm.co.jp/sustainability/contribute

マテリアリティ 持続可能なサプライチェーンマネジメント ▶ 2023年度の実績・KPI　P.27 マテリアリティ 気候変動への対応 ▶ 2023年度の実績・KPI　P.27

基本的な考え方 社会貢献活動における3つの軸

人権デューデリジェンスの実施

サプライチェーンにおける人権アセスメント

人権教育

ロームは、「人権とは、世界中のすべての人が持っている基本
的な権利であり、自由であり、待遇のための基準」と捉え、「ロー
ム人権方針」を定めています。本方針は、グループ全体の事業
活動における人権尊重への取り組みに関するすべての文書・規
範の上位方針に位置付けられており、世界中でロームが行うあ
らゆる活動に適用されるものです。
ロームは、グローバルに事業を展開する企業として、人権が

尊重された持続可能な社会の構築が重要との認識のもと、人
権の尊重を事業活動における最も基本的な要件の一つとして
重視し、国際原則・規範を支持・準拠し尊重しています。
　万が一、当該国の法規制と国際的な人権規範が異なる場合
は、より高い基準に従い、相反する場合には、国際的に認められ
た原則や規範に従い、人権を最大限尊重する方法を追求します。

企業市民として社会から必要とされ続ける存在となるため、「教
育支援」「環境保全」「文化・地域交流」を軸に、ロームでは、事
業活動を行っている世界各地で地域に根差した社会貢献活動
を展開しています。3つの基本軸のもと、さまざまな取り組み

を通じて、地域の皆さまと信頼関係を構築し、地域社会の発展
とグローバル規模での社会課題解決に努め、SDGsの達成・社
会の持続的な発展に積極的に貢献していきます。

ロームは、支持する国際原則や規範に従って、事業活動に関連
する人権に対する負の影響を特定し、予防・軽減する人権デュー
デリジェンスを行います。これにより、人権に負の影響を引き
起こし、助長したことが明らかになった場合には、適切かつ効果
的な救済措置を講じます。取り組みに優先順位を付ける必要
がある場合には、規模、範囲、是正困難性を鑑み、人権に対す
る最も深刻な負の影響に対処することを優先します。

　また、サプライヤー及び従業員に対するホットラインを整備
し、実効性のある通報対応の仕組みづくりを継続します。さら
に、人権意識の向上を図るため、役員及び従業員に対して必要
な教育及び能力開発を実施していきます。これらの人権尊重
の取り組みに関しては、外部ステークホルダーからの専門的な
助言を通じて取り組みを強化していくとともに、進捗状況につ
いても、適切かつ定期的に公開を行います。

人権が尊重された持続可能な社会の構築を目指して、ロームで
は、RBA行動規範に準拠した取り組みを行っています。また、
サプライヤーの人権を尊重するとともに、サプライヤーにも同
規範にのっとった取り組みを依頼し、サプライチェーン全体で
の人権尊重を推進しています。
　具体的には、RBA行動規範に示す「労働」「安全衛生」「環境」

「倫理」「マネジメントシステム」「調達BCP」に関する自己評価
をお願いしています。その回答結果やCSR調達監査をとおし
て、人権に関する項目を含め、評価が低い項目については改善
を要請しています。また、監査時や会合時においては、人権尊
重の重要性を含め、サプライチェーン全体でCSR調達を行う
ことの必要性を啓発しています。

各国・各地域の文化・宗教・慣習・制度などを尊重し、価値観の
多様性を理解した上で行動するよう、新入社員・キャリア入社
者・部門長・役員などを対象にした階層別の人権研修を実施し
ています。また、RBA行動規範をはじめとした国際規範、顧客

要求事項などに対するロームの取り組みを理解いただく従業員
教育の一環として、「労働・倫理e-ラーニング」を全従業員を対
象に実施しています。

環境保全   ビオトープエリアでのイベント

教育支援   LEDものづくり授業

文化・地域交流   事業の発展とともに文化支援活動にも尽力～ローム ミュージック ファンデーション

2021年度より、本社敷地内の生物の生息・生育に関する情報を把握し、保全・回復に役立てるため、外部の専
門家と連携した生物調査を実施しています。従業員を対象とした生き物ガイドツアーを開催し、専門家のガイ
ドと共に散策しながら、敷地内に生息している動植物に触れ、従業員が生物多様性の重要性を再認識すること
を目的としています。本イベントは京都市との自然共生に関する連携施策の一環として、2023年度より近隣
の小学生も対象に実施しています。幼少時代に自然に親しみ、環境保全の重要性を学ぶ機会につなげるため、
ビオトープエリアを定期的に従業員や従業員の家族、近隣の小学校や保育園向けに開放しています。

京都市教育委員会の取り組みに賛同し、子どもたちのものづくりへの興味・関心を高め、将来の進路や夢
について考える機会を提供するため、2010年度から「京都まなびの街 生き方探究館」で、自社商品を使っ
たブース展示とものづくり授業を実施しています。
　子どもたちは会社から来た先生の声に耳を傾け、「回路ってこういった仕組みなんだ」「いろいろな色に
光ってキレイ」など、自らつくったLED回路に夢中になっていました。

継続的に音楽文化の普及・発展に寄与することを目的に、1991年に創業者（佐藤研一郎）が設立した「公益財
団法人 ローム ミュージック ファンデーション」と共に、さまざまな音楽文化支援活動を実施しています。2023

年度までに540人の奨学生を支援し、奨学生が出演する「スカラシップコンサート」を開催しています。
　また、国際交流と若手音楽家育成を目的とした「京都・国際音楽学生フェスティバル」や、世界で活躍す
る音楽家を育成するための「ローム ミュージック セミナー」の開催、音楽に関する公演・研究への助成など
を行っています。

LEDものづくり授業の様子

社会の発展、文化の進歩向上に不可欠で
ある、豊かな人間性と知性を備えた次世
代人財育成に向けた教育支援を、ローム
の技術を生かして行う。

社内外で地域・文化交流や支援を積極的
に行うことにより、地域社会の活性化と、
ロームとの良好な関係の構築につながる
活動を行う。

京都本社工場

ロームシアター京都

教育支援

生物多様性が生み出す自然の恵みから
事業活動を行うことができていることを
認識し、地球環境や生物多様性の保全に
つながる活動を行う。

環境保全 文化・地域
交流
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